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2-12 幕張ベイタウン自治会連合会 

活動 

名称 

景観・地域資産としての幕張ベイタウンの都市デザインの維持・展開に向け

た活動 

活動 

地域 
千葉県千葉市美浜区打瀬地区 

活動 

分野 

①建築デザイン、まちの景観向上、

建築資産の活用等に関する活動

（目標イメージの具体化/景観

等のルールづくり） 

 

幕張ベイタウンは、都市デザインガイドライン（千葉県企業庁策定）によって、先進的な

街並み景観が形成されてきた地区であるが、整備された良好な景観をどのような手法で維持

していくかが課題となっている。千葉市が策定中の景観計画に合わせ、地域が主体の景観維

持・向上を図ることが可能になる「景観形成推進地区」指定を前提に、地域住民へ景観維持

の必要性の理解と意識の高揚を図り、住民間の合意形成をめざす。 

 

１．活動の背景と目的    

幕張ベイタウンは、住宅で街をつくるという沿道型建築と都市デザインに配慮した街並み

によって、長期にわたる質の高い住宅地として、国内においては他に類をみない先進的な景

観を形成している。この幕張ベイタウンの整備にあたっては、「幕張新都心住宅地 都市デザ

インガイドライン」を計画指針とし、各街区個々において独創的なデザインを展開しつつ、

街全体の調和のとれた魅力的な街並みをつくりあげてきたものである。 

すでに街づくりは最終段階を迎え、成熟した街の維持管理のステージに移りつつあるなか、

今後は住民を中心とする担い手による「まち育て」が主軸となると想定される一方で、この

街が当初意図された調和の取れた都市デザインのシステムが将来にわたって良好な街並みと

して維持される担保は現時点では何もない状態になっている。 

今年度、千葉市が千葉市景観計画（案）（平成 23 年度施行予定）を策定し、今後住民の発

意と主体性による景観づくりに支援を行い、必要に応じて景観形成推進地区の指定による、

地区におけるきめ細やかな景観形成の推進を図る施策を実施するのに合わせ、我が国におい

て先進的まちづくりが実現された幕張ベイタウンの街並みを、行政と市民が一体となって景

観として維持できる施策として取り組むべく、千葉市との連携を図りながら都市デザインの

維持・展開に向けた活動に取り組んできた。 

 

写真 1 沿道型住宅地景観 写真 2 都市景観先導施設（ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞｺｰﾅｰ） 
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２．活動内容 

（1）活動の概要と手順 

千葉市景観計画「景観形成推進地区」としての位置づけを図るためには、住民の合意が必

要となっているため、「景観」「都市デザイン」をテーマとした啓発活動とあわせて、千葉市

との協議の受け皿となる組織づくりに取り組んだ。具体的活動としては、ニュースレターを

3 回発行、シンポジウムの開催や住民からの景観ポイントを募る「ベイタウン三十六景」第

二回の募集及び関連企画として写真講習会の開催、未着手の都市景観先導施設でのケースス

タディなどの試みを行った。 

また、住民意向を反映できる組織づくりについては、平成 20 年度から検討を継続的に進め

てきており、これまでの「幕張ベイタウン協議会設立準備会」から、「幕張ベイタウン協議会」

へ移行することが昨年 11 月に行われた街区代表者の集まりにおいて強い要望があり、正式な

組織化に向けて具体的に動き出したところである。 

住民への広報、景観形成の検討等については、専門家の協力を受けながら、活動当初より、

住民参加によるまちづくりの経験が豊富なメンバーを中心に、住民側の実務検討を行う作業

部会を発足させ、少しづつ参加メンバーの広がりをみせながら、まち全体への活動のフィー

ドバックを強く意識した活動を行っている。 

 

 

 

図 1 活動フロー 

７月 作業部会(7/25)

８月 作業部会(8/8)

９月
作業部会(9/12）
作業部会(9/25）

10月
作業部会
(10/10）
勉強会(10/13）

11月
作業部会(11/7）
街区全体会合
(11/27)

12月
作業部会
(12/12）

１月 作業部会(1/9）

２月 作業部会(2/13）

活　　　　　動　　　　　フ　　　　　ロ　　　　　ー

景観形成地区指定に向けての条件整理
・住民発意型地区指定の要件
・都市デザインガイドラインの内容確認

シンポジウムの実施(1/30)
○基調講演
○ベイタウン三十六景の発
表
○パネルディスカッション

ベ
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●まち育てニュース発行(10/10）
（三十六景発表、千葉市景観計画案）

●まち育てニュース発行（12/25）
（協議体制、デザインガイドライン）

千葉市との協議
・住民発意型地区指定にむけて
・ルール化の内容
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●まち育てニュース発行(2/26)
（シンポジウム開催報告）

◎写真撮影会(11/20）

◎ベイタウン三十六景審査委員会(1/16）
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（2）活動内容 

①景観形成のルールづくりに向けた検討 

千葉市の景観形成推進地区の指定に向けて、千葉市都市景観デザイン室との協議･相談を適

宜行いながら景観形成のルール作りを検討した。具体的な検討の過程において「都市デザイ

ンガイドライン」による景観誘導がない場合の街並み景観を CG を使って作成、比較し、シン

ポジウムにおいて参加者に示したことで、景観維持への意識と問題点が理解された。また、

都市景観先導地区でのケーススタディや幕張新都心住宅地都市デザインガイドラインの策定

に関わった専門家をシンポジウムに招き、デザインガイドラインが意図したポイントについ

て説明を受けている。作業部会においては、専門家の支援を受けながら幕張新都心住宅地区

都市デザインガイドラインをベースとした景観形成のルール作りに向け、定期的な会合を行

い、検討した。 

 

図 2 都市デザインガイドラインによる景観形成［都市計画の制限がほぼ同じ地区を再現］ 

〈現在の美浜プロムナード〉 〈規制がない場合 サイン・看板〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈デザインガイドラインを無視した建替え例 高さ、通り面のファサード〉 
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図 3 幕張ベイタウン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 都市デザインガイドラインのポイント 

ポイント デザインガイドラインによる景観形成 

●プロムナード周辺 ○ファサードデザインを連続させるための工夫 

・プロムナードのポルティコ 

・   〃  の表現線（4 階軒のライン） 

・街区スリットの間隔 

・単調さをさけるためのデザイン単位とそれをつなぐデザイン   

●プロムナード周辺、7〜10 番

街 

○住宅としての沿道型建築の工夫 

・日照確保が難しい北側住戸のある側の建築デザイン 

・接地階に住宅が入る部分の建築デザイン 

●中庭 ○中庭デザインの工夫 

・住戸数比 100％以上の駐車場確保と中庭デザイン 

・緑地率や雨水の浸透率を満たすための中庭デザイン 

・街区居住者のコミュニティを醸成する中庭デザイン 

●プロムナード周辺、7〜10／

14〜18 番街 

○公共空間のデザイン演出の工夫 

・プロムナード沿い街区の 12 星座のモニュメント 

・通り記名板（公共サイン）の建物設置 

・多様なストリートファニチャー（ボラード、照明灯等）のデザイン

・多様な舗装デザインと遊びのデザイン（羅針盤埋設等） 

●三つの小学校 ○開かれた公益施設デザインの工夫 

・コミュニティベルトの一角としての開放的なデザイン 

・校庭と公園・緑地における一体的なデザイン 

●超高層、高層街区 ○スーパーブロックにおける計画／デザインの工夫 

・公開通路状空地の確保と、そのデザイン演出 

●セントラルパーク、マリンフ

ォート、SH3 

○ベイタウン周辺とのつながりをもたせる工夫 

・富士山への眺望と超高層街区内に設けられた公園（ビューパーク）

・セントラルパークと一体的にデザインしたマリンデッキ 

・新たに海浜へつながるデッキ（工事中） 

●街全体 ○景観デザインの工夫 

・通りからの視線が曲線部（アイストップ）のデザイン（1 番街+SH3）

・街区間で呼応させた建築デザイン（16+18 番街、12+13 番街） 

・街の記憶を残していくための景観先導施設デザイン（コミュニティ

コアほか） 

・街の俯瞰を意識したデザイン（マリンフォート等から） 
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図 3 景観先導地区でのモデルスタディⅠ（美浜プロムナード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 幕張新都心住宅地都市デザインガイドラインの担保手法の検討 

都市デザインガイドライン 担保手法 

２．都市デザインの展開  

1.郊外団地から新都心住宅地へ ◎地区計画 

地区計画の目標 

2.新都心住宅地の空間構成のあり方 ◎地区計画 

土地利用の方針 

3.賑わいを醸成する沿道型建築 ◎地区計画 

土地利用の方針 

4.計画・設計体制 △譲渡契約？？ 

３．街の地区区分と街並形成  

1.街の地区区分 ①千葉市景観計画での景観形成地区 

2.各地区の街並形成 □景観計画区域における良好な景観形成に

関する方針（法８条第２項第２号） 

４．住棟のデザインと街並形成  

1.街区・住棟の計画 （１）配置 

（２）高さ・階数 

（３）建ぺい率・容積率

（４）壁面後退 

×担保手法なし 

□地区計画、景観計画、景観地区 

□地区計画 

□地区計画、景観計画、景観地区 

2.沿道型住棟のデザインと

街並み 

（１）配置計画等 

（２）壁面のﾃﾞｻﾞｲﾝ 

（３）屋根のﾃﾞｻﾞｲﾝ 

（４）商業施設のﾃﾞｻﾞｲﾝ

□地区計画、景観計画、景観地区、景観協

定 

 

3.公共施設のデザインと街並み ×担保手法なし 

５．屋外空間のデザインと街並み形成  

 1.屋外空間のﾃﾞｻﾞｲﾝの基本的な考え方 □景観計画区域における良好な景観形成に

関する方針（法８条第２項第２号） 

 2.舗装のﾃﾞｻﾞｲﾝ □景観協定 

 3.植栽のﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 4.照明のﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 5.ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰ等のﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 6.歩道橋のﾃﾞｻﾞｲﾝ 

６．都市計画先導施設と街並み形成 ×担保手法なし 

 1.都市景観先導施設の位置づけ 

 2.景観施設の配置 

 3.景観施設の空間イメージ 

コアでのイベントにより、人が集まり、
賑わいが形成され、イベント出展者が
ベイタウンを気に入り、沿道店舗に入
居する。

現状は、学習塾、医院のみが目立つ
なかに、いくつかの街の賑わいを形成
する繁盛店がある。

これからのベイタウンに求められた
賑わいを創出する新しい路面店が
定着していく。
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②シンポジウムの開催（会場：幕張ベイタウンコア ホール） 

●まち育てシンポジウム 2011「ベイタウンの景観を活かそう」（1 月 30 日 参加者約 60 名） 

昨年度実施の「ベイタウン三十六景」の選定結果と併せ、学識経験者、デザインガイドラ

イン策定に携わった関係者をスピーカーにベイタウンのデザインを取り上げ、当初企図され

た街並みと現状の課題、今後の街としての取り組み課題と方策を探り、景観を切り口に将来

の維持管理に対する意識や関心へとつなげることを目的とした。 

第一部は、千葉大学大学院工学研究科教授・北原理雄さんが基調講演を行い、近代のまち

づくりの歴史をスライドで振り返りながら、魅力的な街路を持つベイタウンが世界のまちづ

くりの先進であることを分かりやすく解説した。 

休憩後、主催者である幕張ベイタウン自治会連合会遠山会長より「ベイタウン三十六景」

の選考結果の報告を行った。 

第二部パネルディスカッションは、「デザインされた街・ベイタウンを活かす」をテーマに

都市デザインガイドライン策定に関わった曽根幸一さん（建築家）、村木美貴さん（千葉大学

大学院准教授）、神谷秀美さん（パティオス９番街在住）に北原理雄さんを加えた４名をパネ

リストとして活発な議論を展開した。 

都市デザインガイドラインがベイタウンの優れた景観を作ってきたこと、街の景観を守る

ためにはルールが必要なこと、街の環境を活かすためには住民の力が必要であり、参加を促

すためには、まずはアクションを起こすこと、様々な活動の団体からキーパーソンを見つけ、

活動の輪を広げ、魅力あるまちのマネージメントの場を育てることが大切との意見を受け、

コーディネーターの樺田直樹さん（パティオス 19 番街在住）から、みんなが力を出し、まち

育てを行っていけるのは、デザインされた街だからこそだと締めくくった。 

 

写真 3 シンポジウムチラシ 写真 4 シンポジウム参加者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者アンケート＞ 

  

 

今後継続予定の「三十六景」募集の参考にさせていただきます。率直なご意見をお聞かせください。 

 

 

Ｑ１．ベイタウンを住居に選んだ理由に街並みは重要な要素でしたか？（あてはまるものに○） 

１．最も重要  ２．まあまあ重要  ３．たまたま  ４．全然意識してなかった 

（理由があればお書き下さい） 

 

 

 

Ｑ２．ベイタウン三十六景という企画を知っていましたか？（あてはまるものに○） 

  １．応募した（Ｑ３へ） ２．知っていたが応募はしなかった（Ｑ３へ） ３．知らなかった（Ｑ４へ） 

 

Ｑ３．ベイタウン三十六景は何で知りましたか？（あてはまるものに○） 

 １．まち育てニュース  ２．マンション掲示板  ３．お店での掲示  ４．配布チラシ等 

４．知人・友人     ５．その他（                       ） 

 

Ｑ４．ベイタウン三十六景でよいと思った景観があればお聞かせください 

 

（景観・街並み）                                   

（理由があればお書き下さい） 

 
 
 
 
Ｑ５．今回の三十六景以外でベイタウンでお気に入りの景観や風景があれば教えてください 
 
 
 
 
 
Ｑ６．本日のシンポジウムの感想など（自由記載） 
 
 
 
 
 
■このアンケートは、会場受付付近の回収箱にお入れ下さい。差し支えなければ、お住まいの街区（外部の

方は市町）その他をご記入ください。 （お住まい：           年齢：    性別： 男・女 ） 
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写真 5・6 シンポジウムの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 シンポジウム参加者アンケート結果（回答者数 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ニュースの発行 

これまで通算 10 号にわたる「まち育てニュース」を発行しており、平成 22 年度は 3 回発

行した。住民有志により全住戸への配布を実施している。活動の報告を通じて、景観維持へ

の取り組み方や必要性、ルール作りに向けた合意形成への意識啓発や情報の周知を図った。 

 

表 4 まち育てニュースの内容 

号 発行日 主な内容 

第８号 平成 22 年 10 月 10 日 1 面：ベイタウン三十六景選定結果 

2 面：   （〃） 

3 面：千葉市景観計画 

4 面：第二回ベイタウン三十六景募集 

第９号 平成 22 年 12 月 25 日 1 面：ベイタウン協議会について 

2 面：都市デザインガイドライン［解説］ 

3 面：写真撮影講習会・千葉ロッテマリーンズ優勝パレード報告

4 面：シンポジウム開催告知 

第 10 号 平成 23 年 2 月 26 日 1 面：シンポジウム開催報告 

2 面：パネルディスカッション要旨 

3 面：第二回ベイタウン三十六景選定結果 

4 面：ベイタウンまち歩き景観デザインガイドツアー募集、千

葉市景観計画 

Q1：ベイタウンを住居に選んだ理由に街並みは重要な要素でしたか？ 

①最も重要(23%) ②まあまあ重要(38%) ③たまたま(15%) ④全然意識せず(8%) 

Q2：ベイタウン三十六景という企画を知っていましたか？ 

①応募した(31%) ②知っていたが応募せず(54%) ③知らなかった(15%) 

Q3：ベイタウン三十六景は何で知りましたか 

①まち育てニュース(54%) ②マンション掲示板(46%) ③店頭の掲示(8%) ④チラシ(31%) 

⑤知人・友人(8%) ⑥その他(23%) 

［自由記入］抜粋 

・ベイタウンを選んだのは、たまたまだったが、この街並みを作り、維持するのがこんなに

大変な背景を持っているとは正直知らなかった。 

・ベイタウンの景観は大切。この景観を守るために住民それぞれが負担、協力すべきと思う。
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写真 7  協議会ニュース 
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④ベイタウン三十六景、関連イベントの実施 

日常において街並み景観意識を高めるキッカケとするイベントとして、優れた景観を「ベ

イタウン三十六景」として選定するため、住民から広く作品を募集するコンテスト方式にて、

これまでに２回実施した。第１回募集は、平成 22 年度に募集し、応募総数は 186 件から 26

景を選定した。 

第二回は平成 22 年 10 月 11 日から 11 月 30 日までを応募期間としている。周知にあたって

は、幕張ベイタウン自治会連合会ホームページでの告知、応募概要、応募用紙をダウンロー

ドできるようにした。この企画にあたっては千葉県企業庁、千葉市、千葉市教育委員会の行

政機関の後援も得ている。 

平成 23 年１月 16 日には、千葉市都市局技監、千葉市美浜区長、打瀬中学校校長、地元幕

張在住の写真家からなる審査委員会を開催し新たに９景を選定するとともに、写真家が選ん

だ「早坂賞」、部門賞２景の合計 12 景を選定した。 

また、平成 22 年 11 月 20 日には、本活動の参加のきっかけとなるよう、気軽に参加できる

催しとして写真撮影会を第２回三十六景募集にあわせて実施した。地元写真家を講師に招き

ベイタウンの街並み景観をテーマにしている。37 名の参加者を得ている。 

 

表 5 ベイタウン三十六景 

第１回選定 第２回選定 

1．ビル群を背景としたまちの景観 2-1．千葉ロッテマリーンズ優勝パレード 

2．美浜大橋から見るベイタウン 2-2．けやき並木と超高層住宅 

3．夕景・夜景 2-3．夕暮れ時ろまんてぃく街灯と木々 

4．マリンデッキから見るプロムナード 2-4．今日は試合かな・子どもたちと街並み 

5．バレンタイン通り 2-5．マリンフォートから眺めるベイタウン 

6．桜通り 2-6．幕張の夕日 

7．セントラルパークのタワー 2-7．ワァ！野外授業 

8．店舗がある街並み 2-8．自然と人工のアート 一丁目公園 

9．セントラルパークのケヤキ並木 2-9．秋のけやき並木 

10．７，８，９，１０番街のオレンジの街路灯  

11．花見川緑地の桜 ［早坂賞］ 

12．海浜幕張公園芝生の『けもの道』 メッセの夜景 

13．海浜公園の花時計  

14．浜昼顔の丘 ［部門賞］ 

15．パティオス 11 番街の中庭 -1．パティオス 11 番街・中庭 

16．まちに開かれた小中学校 -2．新都心と緑 街路樹と新都心のホテル・ビル 

17．ベイタウン夏祭り  

18．各番街のモニュメント  

19．打瀬第 3 公園のモザイク  

20．ベイタウンコア  

21．ベイタウンバス  

22．富士山（打瀬中からの眺望）  

23．夕日(ベイタウン越しの）  

24．夕暮れの富士山  

25．海に沈む太陽  

26．小鳥がいる風景  
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写真 7 シンポジウムにあわせたベイタウン三十六景の掲示（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO. 12 

海浜幕張公園芝生の『けもの道』 

対象・場所 
・海浜幕張公園芝生の『けもの道』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO. 16 

まちに開かれた小中学校 

対象・場所 
・夕暮れの打瀬小アリーナ 

・美浜打瀬小 

・打瀬小学校アリーナ 

・打瀬小学校グランド 

・美浜打瀬小グランド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO. 8 

店舗がある街並み 

対象・場所 
・パン屋さんとリンコス横のスペース 

・レイジーアフタヌーン 

・５番街店舗「蔵」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO. 29［部門賞］ 

色と線で見せる・パティオス 11 番街 

対象・場所 
・パテイォス 11 番街南側から中庭 
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３．活動効果 

（1）活動効果 

景観形成推進地区の指定を目指すことは、住民に評価の高いベイタウンの街並み景観を主

軸に活動を展開し、デザインガイドラインに沿った優れた景観の維持を目的としつつ、将来

のベイタウンのエリアマネジメントまでを視野に入れた住民主体の組織活動の中核のひとつ

になると考える。ニュースの発行、シンポジウムの開催など活動を継続することで、住民意

識のさらなる浸透・高揚と関心をより高めることとなっている。また、住民合意に向けた手

続きを経て、ベイタウン内の公共施設管理などを含め、エリアマネジメント組織のあり方や

ルールづくりの幅広く具体的な検討作業につながっていくことができたと考えている。 

11 月 27 日には全街区の代表を集めて、幕張ベイタウン協議会準備会全体会合を開催し、「千

葉市景観計画（案）」にもとづく市民発意型景観形成地区指定に向けての住民合意のあり方や、

ベイタウン内の公共施設管理手法などを含め、エリアマネジメント組織の設立に向けた意見

交換を行い、平成 24 年度の千葉県企業庁の閉庁に対する意識から、早期の組織立ち上げと活

動への着手について、出席者から一定の賛同を得ることができた。 

 

（2）団体内・外の評価 

平成 22年 11月 21 日ベイタウンにおいて２度目の千葉ロッテマリーンズ日本一パレードが

街並みの景観のすばらしさを認められ行われたことは、街並みが地域資源となることを住民

に広く浸透させるきっかけとなり、今後の活動への弾みとなると考えている。 

また、旧東ドイツのライネフェルデ住宅団地の再生を行ったことで著名なヘルマン・シュ

トレープ氏がベイタウンを訪れ、作業部会メンバーを中心に案内をしながら意見交換を行っ

た。その際、氏からは、「ライネフェルデ団地再生の意図は、ベイタウン計画の考え方と軌を

一にしている」と、ベイタウン住民の街づくり活動を高く評価され、海外からも大いに注目

される評価を得たことは、活動の後押しにもつながっていると考える。 

 

４．今後の課題 

都市デザインガイドラインによって優れた景観を形成しているベイタウンは、当初に構築

した質の高いデザイン誘導の組織と仕組みがデザイン調整の主体として千葉県企業庁が機能

してきたことにより現在まで継続できたと考える。平成 24 年度に企業庁が解散予定であり、

都市デザインガイドラインは拘束力の後ろ盾を失うことが懸念されている。景観の取り組み

を進めている千葉市と連携し、景観形成推進地区指定を受けることで、都市デザインガイド

ラインを担保する仕組みを再構築すべく、住民発意で都市デザインガイドラインを発展、活

用しようとしているが、作業部会の構成メンバーに商店会やシニアクラブなどベイタウン内

の別組織からも徐々に新たなメンバーが加わっているが、テーマが一般的には固いイメージ

であり、生活と直接むすびつきにくいと思われており、イベントの参加者に広がりがみられ

ない。今後、ニュースの発行に加えて、接点が少ない比較的入居期間が短い層に対しての効

果的な PR 活動として、景観ワークショップの開催を検討している。 

 

５．今後の展開 

これまでの街の評価・価値を維持するために、必要な維持管理のあり方について検討を続

け、幅広い住民からの理解を得るよう従来の活動を継続していく。 

来年度以降、エリアマネジメントの中で住民が果たすべき役割、住宅事業者との連携方策
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等を個別街区との対話、インターネットによる双方向の情報交換等の新たな周知方法を通じ

て住民の関心や問題意識、情報を共有することに努める。 

景観の観点からの幕張ベイタウンの街並み保全・デザインガイドラインの活用については、

今後引き続き千葉市都市景観デザイン室との連携を図り、タイムリーな景観計画の活用を視

野にいれつつ、実務上発生すると考えられるベイタウン住民側の何らかの制約やルール制定

などに対する周知活動を継続的に行っていく。 

また、固いテーマをさらに掘り下げて、一般住民への理解を深めていくために、自分たち

の街がどうあるべきかをという視点での「まち育て憲章」の策定なども考えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■団体概要・担当者名 

団体設立時期 平成 8 年 6 月 

代表者名 遠山 孝行 

連絡先担当者名 樺田 直樹 

連絡先 
住所 － － 

電話 bt-machi@yahoogroups.jp 

ホームページ http//www.baytown.ne.jp  

 

写真 10 三十六景審査委員会の様子 

写真 8  

千葉ロッテマリーンズ優勝パレードの様子 

写真 9 写真撮影会の様子 


